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に分けてそれぞれの含まれるコレステロール（C ）

値やトリグセリド（TG）値を測定した。栄養方法の

情報は，生後1か月時に各母親から得た。

3. 結果

LPIは臍帯血では，TIより有意にHDLの large と

mediumのサブクラスのC値は高かった（p<0.05, 

p<0.01）。しかし，生後1か月ではLPIはTIよりも

HDLの largeとmediumサブクラスのC値の増加が

有意に低かった。またLPIは，生後1か月のvery 

large HDL-TGサブクラス濃度は，有意に低かった

（p<0.001）。（図1）

4. 考察

出生後のHDLサブクラスのCとTG成分の変化は，

TI に関する以前の研究と
1）
，全く同じパターンで

あったが，LPIのその変化は全く異なるものである

1. はじめに

在胎34週から37週未満に出生した児（Late pre-

term infant; LPI）は満期産児（term infant; TI）と比

べ､乳幼児期の神経発達の遅れや学童期の発達障

害，さらに成人期の2型糖尿病や心血管病に罹病し

やすいという問題を抱えている。その原因としてコ

レステロールや脂肪酸の供給不足が示唆されてい

る。今回われわれは，コレステロールの供給不足の

機構とその意義に関する考察を行った。

2. 対象及び方法

日本大学板橋病院の産科病棟において普通分娩あ

るいは帝王切開によって生まれた81人の適正体重

児（10
th

 P<出生体重<90
th

 P）（50人の男児，31人の

女児）を対象とした。このうち25人はLPI､残りの

56人はTIである。出生児臍帯血と生後1か月との

採血を行い，HPLC法による血清リポ蛋白を12成分
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我々は､既に満期産児における臍帯血と新生児におけるリポ蛋白代謝について検討してきたが，

今回低出生体重児として，早産児特に late preterm infant （LPI）における長期予後として，その学童
期における発達障害などの原因が，大脳の成長発達に影響すると予想される脂質栄養に問題が生じ

るためではないかと考えて，本研究を行った。本来これらの早産児は母体胎内にて定常的な栄養を

胎盤を介して供給されるはずのところ，早期に離脱して外界に出生するため､妊娠末期における十

分な体脂肪への栄養の蓄積なく，かつまたこの時期には，大脳皮質（灰白質）の脂質栄養も胎盤か

らの供給が途絶え，間欠的な哺乳による栄養供給に依存することになる。今回の検討において，LPI
は満期産児と比べて，出生後のapoEリッチHDL-Cの中でもvery large, large サイズのセグメントが
大幅に脱落していることが発見された。このサイズのHDL粒子は大脳への脂質脂肪酸の運搬に関与
すると推測されており，灰白質の成長に影響している可能性が示唆された。かような成績から､将

来の大脳の成長に影響が予想される脂質栄養のあり方に関してこれらの早産児への対応として考慮

することが重要となる。

低出生体重児における出生後の脂質栄養ミスマッチに

関する研究（継続）

Study of lipid nutrition mismatch after birth in low birth weight infants

Michio MIYASHITA1），Tatsuo YAMAMOTO2），Tomoo OKADA1），

Shigeharu HOSONO1），Ryuta YONEZAWA1）

創立50周年記念研究奨励金（共同研究）研究報告



─      ─63

低出生体重児における出生後の脂質栄養ミスマッチに関する研究（継続）

ことが知られた。臍帯血中のvery large HDLｰコレ

ステロールはapoE濃度に依存性であると考えられ

るが
1）
，apo EリッチHDLから供給されるコレステ

ロールは，文献に述べられているように
2,3）
，中枢

神経の成長のためには必須であると考えられる。齧

歯類の研究でも自己コレステロールの産生だけで

は，ニューロンの成長は減少するとされ
4）
，胎児の

神経系の成長のためには，十分な外因性のコレステ

ロール供給こそが重要な役割を演じることが示され

ている。その他にも，very large HDLが胎児や新生

児における機能的神経成長に貢献することが推測さ

れている
5）
。特にHDLの大粒子サブクラスの低下は，

胎盤の絨毛脈絡膜に由来するapoEのアクセプター

の役割を担っており，この点LPIの中枢神経成長へ

の関わりの点からその影響が危惧される
1）
。今回の

我々のHDLサブクラスの成績は，LPIにおけるHDL

成熟化障害を示唆しており，既に指摘されているよ

うに，LCAT活性が低下しているために生じたと推

測される
6）
。

5. 結語

LPIではTIと比べ，HDLの成熟化障害の可能性が

示唆される。この機序としては，LCAT活性の低下

の存在が関連している。HDLの大粒子サブクラスが

胎盤絨毛脈絡膜に由来するapoEのアクセプターの

役割を担っていることから，LPIにおけるHDL大粒

子サブクラスの低下は，apoEの胎児への転送障害

に影響し，中枢神経成長にも障害がおきやすいと考

えられるので，LPIにおける脂質栄養に配慮するこ

とが重要である。
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図1　Late preterm infantsでは、出生後のHDL大粒子サブクラスの増加が極端に低下している（矢印）


